
議会報告「市民との意見交換会」記録   （令和 7 年 4 月 21 日（月）南部公民館 農事研修室） 

1 部 質疑応答 

問：庁舎増築の件で、デメリットがないというのはおかしい。デメリットはあると思う。増築の件

は、市民もまだなかなか納得していないのが現状と思う。執行部の思いをお聞きしたい。 

答：デメリットがないというのは執行者の答弁であって、議員の方から反対は 6 人あって、それな

りの理由があっての反対であった。 

問：全員が賛成というのは不可能と思うが、学校や病院の件もあるし、増築は絶対に必要なのかな

と思う。現在ある建物を生かしていくこともいいことではないか。 

答：今こどもサポートセンターはあるが、加西市は分離型で作っていて、北播の他市は全部一体型

です。加西市は、妊娠とか出産した時に市民部に行って、後健康課へ行ってくださいと案内する。

健康課は福祉会館にあるので、そこまで行ってもらわないといけない。市民サービスのためにも第

2 庁舎を造って、一つの窓口で一体化したものを造らないといけない。 

 災害時の本部機能については、今は 3 階の庁議室でするようにしているが、大きな災害が起こっ

た場合に、警察、自衛隊、消防とか 50 人程の会議になった場合に広いスペースがいる。しかも、

市役所の中にないといけないということで第 2 庁舎がいるということになった。 

 しかし、反対側としては、第 2 庁舎を造るという議案が令和 5 年 12 月に急に実施設計を作る予

算として出てきた。35 億と言われていて、普通なら委員会を作って関係者を呼んで、どんなもの

がいいかを 1 年ぐらい議論をしてやるもの。急にそんな話が出てきたので、もっと関係市民を呼ん

で意見を言ってもらってすべきである。今ある施設を利用してできるのではないか。もっといろん

な考え方ができるのではないかと意見が出た。 

 意見が分かれて、8 対 6 で賛成多数で庁舎増築になった。 

問：令和 5 年 12 月に増築案が降ってわいてきたとはどういうことか。 

答：令和 5 年 6 月に市長就任。6 月議会、9 月議会があって、12 月議会に 35 億の第 2 庁舎を建設

するという議案が出てきた。しかも、基本構想とか基本計画を立てますならわかるが、すでに基本

設計ができて実施設計をしますという予算が出てきた。全然知らなかったので驚いた。その時は否

決した。3 月議会で何人かが賛成に回って予算が可決になった。 

実施設計ができて、今回、建設工事の予算を審議して可決した。 

問：建設に対して、署名活動があった。私も署名したが、その後、署名はどうなったのか。説明が

なかったのが残念。何のための署名だったのか。 

答：署名は 2 回行われた。初めは 500 人、次の署名は 2,000 人を超えていた。市長に渡したが、ま

ったく無視された。 

問：無視は市民に対して失礼だ。市民に選ばれた市長だから無視されるのはよくない。市民の声を

聞いて動かれるのが市長だと思う。おかしい。 

答：4 人の市民の呼びかけで中止の署名がされた。署名は市長に渡して受け取ってもらった。その

後一般質問で市長はどう思われているかと質問した。市長は、それについては考えるが、考え方は

変えない。一方で、「2,280 筆あるけどこれは議員がごり押しで集めたのではないか」とか「理解の

ないまま署名された雰囲気がある」とか、署名に対して不信を持たれ、真摯な前向きな対応はみら

れない。 

問：議会で話されている時に、「なぜ建てる必要があるのか」の質問に対して、「何べん聞いたらい

いねん」と言われていた議員の品位のなさが残念。何のための議会かと思った。 
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A グループ 

加西病院の建て替えについて 

病院建設費の決済は 

医 療 利 益 の増 加 について考 える必 要 あ

り 

病院の赤字はなくなるか？ 

新 病 院 予 定 地 はどのように決 められた

のか？ 

経過 

病院は必要立地の議論はありかと 

加西市単独で全てをまかなうのは、無理

なので、広域 での役割分担をした上 で、

加西病院のあり方を考える 

北播磨で、役割分担する病院に 

高 度 医 療 を目 指 さずに、検 査 機 器 を充

実させて、適正な診療につなげる 

交通の手段を考える 

追加する。交通手段の整備。 

手術のできる病院 

医師の確保 

医師のキャリアアップできる病院 

病院の診療レベルはどの程度か？ 

市立病院の増設は必要ありません 

市民病院の目的は？

フリーテーマ

外国人に土地を売る規則の整備制度 

外国人が増えると加西文化がなくなる 

子供の体験格差の是正を 

小学校再編と通学対策は、まとまってい

るのですか？ 

学校統合による通学手段バス 

交通機関の維持、充実 

372 号線と三木が線の 

交差点は平面交差なのか 

372 号線のバイパスはどうなるのか？ 

鶉野飛行場、跡地の有効利用 

収入のレベルが up の為 

何をするのか 

人 口 増 加 されるための施 策 は、大 丈 夫

か？ 

家の固定資産税が減ること 

加西市の消滅はある

Ｂグループ 

加西病院の建て替えについて

ソフトが優 先 では、中 途 半 端 とも議 論 が

必要では 

経営能力のある方が必要 

加西市単独の未来を模索 

持 続 可 能 性 、バランスの取 れた病 院 に

してほしい 

地域の中核として必要か 

今のところで良いのでは？ 

病院以外の存続、持続とは 

フリーテーマ

行 政 のプロセスを示 しながら進 めて欲 し

い 

ふるさと納税の有効活用 

もっと男女均等に、大人としての役割を 

議員定数維持は保身ではない 

議員に女性、20 代及び 40 代の若い人

を投与 

全てトップを経営者に 



人物、金が大切 

学校の跡地活用 

ソフト事 業 の打 ち切 り、ふるさと納 税 は、

あてにならない 

加西市の進歩、進化ない 

庁舎増築

Ｃグループ 

病院の建て替えの件

医者の確保は大丈夫か？ 

5 年間どう耐えるか 

情報が少ない 

丁寧な視聴の説明が欲しい 

山土地、平地新設、予算案 

今更どうするのか 

本当に必要なのか 

近くに病院は必ず欲しい 

交通弱者にとっては 

小野市や西脇市には行けない

フリーテーマ

市財政、収入を考えるべし 

空加西に、道の駅を 

庁舎増築の疑問の声多い 

議員の活動が見えない 

5 つの無償化は、明石市よりすごい 

魅力を発信していこう 

消滅都市はどう解消するのか？ 

議員さんは聴く耳を持って欲しい。 

田園都市を守っていこう 

夢 を広 げるように空 いたところをどう活 用

するか、跡地利用 

加西市は良いところだからアピール不足 

議 員 さんは、お互 い良 い点 は説 明 し会

ってほしい

Ｄグループ

加西病院の建て替えについて 

交通の不便 

北条鉄道各駅のアクセスバス 

患者の送迎が必要 

病院が少ない。不便になる。 

休日、夜間診療受け入れ 

医師の確保 

フリーテーマ

議員定数他は減らした 

仕事をしてほしい 

報酬に見合う 

会派なくす 

樹木の処理援助 

獣害対策進める

Ｅグループ 

加西病院の建て替えについて

建設費はいくらかかるのか 

建て替え理由 

なぜ今の場所か 

本当になぜ建て替えるのか 

病院の収入赤字はどうするのか？ 

収支は大丈夫か？ 

責任は、 

税金が増えないか 

経営の計画の有無 

メディカルタウン構想 

本当にできるのか 

個人病院と連携 

メディカルタウン構想どうなのか 

ドクターの確保 



ある程度、救急の充実 

得意にする診療科目 

市 民 に選 ばれる病 院 にしてほしい認 知

症に強いいドクターを連れてきて欲しい 

産科待ち時間の少ない病院を 

産婦人科がない 

産婦人科は 

元市民病院はどんなのか？ 

決まっていない 

医療従事者の確保 

経営収支がうまくいくのか 

市民への広報不足 

本当に病院がいるの

フリーテーマ

ファブリダム更新は、 

市の補助 

農業への死の補助 

ゴムファブリ助成 

2 級、河川はほとんど出来は 

生活道路のアスファルトか 

Ｒ372 バイパス計画どうなる 

R372 のバイパスは完成するか 

道路整備 

統合中 

中学校間に合いますか？ 

子育ての次は、教育では 

スクールバス等のモビリティー 

人口増 

子供を増やす 

親が帰ってこいと言う 

大学を作る 

住みやすいまちづくり 

人口減少 

人口増本気で 

結婚を進める 

消防 

米 

米の価格は下げれない 

高年齢者 

高年齢者を大事にしてほしい 

PR が弱い、子育て支援など 

Ｆグループ 

病院立て替えについて

スケジュールは 

医師、確保 

医者は 

婦人科の医者は確保できるのか 

医師、人材確保 

魅力 up 

救急の受け入れ 

薬の待ち時間を短く 

経営予算は 

人 口 が減 っているのに、建 て替 えは必

要か

フリーテーマ

交通の便が最悪すぎる 

地域交通 

教育 

農業 

獣害 

道路 

道の角を 

炉型の使い道がない

 


